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春
。
三
月
。
今
年
も
ま

た
、
卒
業
生
を
送
り
出
す
。

い
つ
も
の
よ
う
に
▼
し
か

し
、
卒
業
生
諸
君
が
旅
立
つ

世
界
は
「
い
つ
も
の
よ
う

に
」
と
は
ゆ
か
な
い
よ
う

だ
。
戦
後
最
悪
と
も
、
百
年

に
一
度
と
も
形
容
さ
れ
る
世

界
同
時
不
況
。
諸
君
は
、
経

済
危
機
と
い
う
名
の
、
荒
れ

狂
う
暴
風
雨
の
中
に
出
帆
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
頑

張
る
ん
だ
ぞ
。
負
け
る
な

よ
」
背
中
か
ら
そ
う
声
を
か

け
て
励
ま
し
た
い
気
持
ち

と
、
「
頑
張
り
過
ぎ
る
な

よ
。
（
心
が
）
折
れ
る
な

よ
」
そ
う
案
ず
る
気
持
ち
と

が
交
錯
す
る
▼
し
か
し
…
、

で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
き
だ

か
ら
こ
そ
、
若
い
諸
君
の
自

由
な
発
想
に
期
待
し
た
い
。

次
の
百
年
の
礎
を
、
君
た
ち

自
身
の
手
で
築
い
て
欲
し

い
。
関
西
大
学
で
の
学
び

が
、
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
大
学

で
の
「
学
び
」
を
役
に
立
つ

「
学
び
」
へ
と
昇
華
さ
せ
る

の
は
、
君
た
ち
自
身
で
あ
る

▼
も
う
一
つ
。「
学
び
」
と
と

も
に
大
切
に
し
て
欲
し
い
の

が
「
友
」
で
あ
る
。
苦
し
い

と
き
悲
し
い
と
き
、「
友
」
は

そ
の
折
れ
そ
う
な
心
を
支
え

て
く
れ
る
。
大
学
時
代
の

「
友
」
は
良
い
。
打
算
も
駆

け
引
き
も
な
く
、
語
り
合

い
、
笑
い
合
え
る
。
卒
業
し

て
か
ら
も
、「
友
」
と
は
つ
な

が
り
続
け
て
欲
し
い
▼
さ

あ
。
共
に
新
し
い
未
来
を
築

こ
う
で
は
な
い
か
。

（
西
田

晃
一
）

４
・
５
面

大
空
に
描
く
、

８
つ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
春
大
学
を
巣
立
つ
卒
業
生
に
対
し
て
、
各
界
で
活
躍
し
て
い

る
本
学
の
卒
業
生
か
ら
届
い
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
す
る
。

８
面

M
em
o
rial
o
f

K
ansai

U
niversity

2008

数
年
後
、
卒
業
生
に
関
大
で
の
四
年
間
を
思
い
出
し
て
も
ら
う

た
め
、学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
思
い
出
の
写
真
を
ち
り
ば
め
た
。離

れ
て
見
る
と
何
か
が
浮
か
ん
で
く
る
。

３
面

第
２
学
舎
２
号
館
、

校
友
・
父
母
会
館
が
竣
工

こ
の
た
び
第
二
学
舎
二
号
館
が
竣
工
。
ゼ
ミ
教
室
の
増
加
、
自

習
室
の
新
設
に
よ
り
、き
め
細
や
か
な
教
育
体
制
が
整
っ
た
。ま

た
、関
西
大
学
会
館
の
隣
接
地
に
校
友
・
父
母
会
館
も
竣
工
し
た
。

特
集

�
面
…
平
成
２０
年
度
卒
業
式
を
挙
行

�
面
…
町
街
塾
第
１
回
講
座
を
開
催

�
面
…
卒
業
す
る
み
な
さ
ん
へ

�
面
…
体
育
会
―
こ
の
４
年
間
を
振
り
返
る

平成２１年己丑（つちのと・うし）の年、西暦２００９年３
月、関西大学を卒業されるみなさん、ご卒業おめでとう
ございます。
みなさんは４年前の春、期待と夢を胸に、関西大学に
入ってこられました。そして４年間、入学時の初心を忘
れることなく、自分の夢の実現に向かって頑張ってこら
れた人もあれば、理想と現実のはざまに戸惑い、しばし
辛い想いをした人もあることでしょう。
みなさんはそれぞれ関西大学の学生として、数多くの
ことを学び、経験してこられました。それらの体験の一
つひとつが、みなさんの今後の長い人生の折々に、忘れ
去ることができぬ貴重な体験として、走馬灯のように想
い出されるに違いありません。
相田みつをは「人の世の幸不幸は 人と人とが逢うこと
からはじまる よき出逢いを」といっていますが、おそら
くみなさんの多くは「よき出逢い」があり、関西大学に
学んでよかったという感慨を胸に、友人、後輩、教職員に
別れを告げ、この学園を旅立っていかれることでしょう。
しかし、関西大学を卒業する今日を迎えることができ
たのは、みなさんの努力だけで可能になったわけではあ
りません。陰に陽に支えてこられたご父母、ご家族の存
在があったからこそです。その支援にたいして、感謝の
気持ちを忘れないでいてください。
現在、日本を、そして世界をとりまく状況は、「百年に
一度の危機」と称されるごとく、きわめて厳しいものが
あります。経済不況、政治不安、官僚不信、環境汚染、

格差増大など、まさに大変な危機的といえる現象が日本
国内にもみられます。
しかしながら、過去をふりかえれば、いつの時代にも
そうした危機的な状況は存在しました。
近代日本の歴史をみてみても、１８７７年の西南の役、１８９４
年の日清戦争、そして日露戦争、第一次世界大戦、いわ
ゆる満州事変、さらに日中戦争、太平洋戦争の勃発と敗
戦。敗戦後の６４年間にも、１９６１年の株式の大暴落、６８年か
らの大学紛争と日米安保闘争、７３年の第一次オイルショ
ックと９１年のバブルの崩壊等など…。
戦前は戦争という形態で、戦後は経済変動という現象
で、それぞれ厳しい時代状況が出現したのです。けれど
も、私たちの先人は、みなさんのご父母、そして私たち
は、そうした苦しい時代、冷酷な現実を乗りこえ、今日
の日本をつくってきたのです。
国土が狭く、資源の乏しい日本。その日本には、つね
に真剣に学ぶ意欲をもちつづけ、自分自身を知的にも、
道徳的にも、成長させていこうとするみなさんの力が必
要です。みなさんは大学を卒業後も、学ぶこと、本を読
むことを忘れないでください。
日本の未来、世界の未来は、まさにみなさんがたの努
力に依拠しているのです。
関西大学の卒業生であることに誇りと自信をもって、
日本で世界各地で、少しでも世のため人のためになる、
「未来を信じ、未来に生きる」有意義な人生を歩んでく
ださることを、心から希望しています。
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▼
文
学
部

文
学
部
で
は
、
文
学
部
教

育
の
活
性
化
を
は
か
る
た

め
、
在
学
中
に
優
秀
な
成
績

を
修
め
た
学
生
や
課
外
活
動

等
で
顕
著
な
活
躍
を
し
た
学

生
を
対
象
に
表
彰
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。
受
賞
者
は
次

の
四
十
三
人
で
、
三
月
十
九

日
の
卒
業
式
当
日
に
表
彰
式

を
行
う
。

卒
業
論
文
優
秀
者
の
受
賞

論
文
は
、
各
専
修
の
合
同
研

究
室
で
閲
覧
で
き
る
。

一

成
績
優
秀
者
表
彰

石
原
昌
代
（
英
文
）、
大
塚
未

貴
（
同
）
、
奥
島
久
美
子

（
同
）、
小
田
佳
美
（
同
）、

柴
原
怜
美
（
同
）、
中
尾
美
穂

（
同
）
、
山
本
章
代
（
英

米
）、
松
田
早
智
（
国
文
）、

渡
辺
真
理
（
同
）、
松
本
和
城

（
芸
美
）、
横
谷
友
美
（
歴

史
）
、
桐
谷
和
菜
（
史
・

地
）、
佐
藤
靖
子
（
中
文
）、

五
代
唯
（
心
理
）、
田
中
玲
衣

（
同
）、
手
塚
理
瑛
（
同
）、

西
本
知
世
（
同
）、
竹
谷
麻
莉

子
（
エ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

コ
ー
ス
）、
濱
田
薫
（
人
文
情

報
コ
ー
ス
）、
辻
本
周
子
（
身

体
）、
結
城
真
理
子
（
同
）、

山
下
礼
（
文
化
と
共
生
）

二

卒
業
論
文
優
秀
者
表
彰

抽
冬
紘
和
（
英
文
）、
�
永
美

咲
（
同
）、
橋
本
紗
希
（
英

米
）、
原
田
睦
夫
（
国
文
）、

渡
辺
真
理
（
同
）、
原
田
里
子

（
哲
倫
）、
上
地
里
沙
（
宗

教
）
、
上
田
絵
里
奈
（
芸

美
）
、
田
中
美
紗
都
（
仏

文
）
、
竹
之
内
友
希
（
独

文
）、
三
好
真
由
佳
（
同
）、

田
中
久
美
子
（
歴
史
）、
加
藤

葉
子
（
同
）、
齋
藤
鮎
子
（
地

理
）、
佐
藤
靖
子
（
中
文
）、

松
本
祐
佳
（
教
育
）、
岡
村
心

平
（
心
理
）、
山
村
典
子
（
人

文
情
報
コ
ー
ス
）、松
野
慶
之

（
身
体
）、小
�
文
美（
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
学
）、小
嶋
祐
樹（
文
化

と
共
生
）

三

特
別
表
彰

該
当
者
な
し

▼
商
学
部

商
学
部
で
は
、
学
生
諸
君

の
学
習
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
目
的
か

ら
、
成
績
優
秀
者
お
よ
び
資

格
取
得
者
に
対
す
る
公
表
・

表
彰
制
度
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
た
び
、
卒
業
成
績

優
秀
者
デ
イ
タ
イ
ム
コ
ー
ス

二
十
人
、
フ
レ
ッ
ク
ス
コ
ー

ス
五
人
を
公
表
・
表
彰
し

た
。
さ
ら
に
、
資
格
取
得
者

公
表
・
表
彰
制
度
へ
の
申
請

が
あ
っ
た
公
認
会
計
士
短
答

式
試
験
合
格
者
、
日
商
簿
記

検
定
一
級
合
格
者
な
ど
、
計

十
五
人
に
対
し
て
表
彰
状
お

よ
び
記
念
品
を
授
与
す
る
。

▼
工
学
部
・

工
学
研
究
科

工
学
部
・
工
学
研
究
科
で

は
、
教
育
・
研
究
活
動
を
促

進
し
勉
学
意
欲
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
卒
業
生

・
修
了
生
の
う
ち
学
業
成
績

優
秀
者
（
各
学
科
一
人
・
各

分
野
二
人
）
に
「
工
学
部
紫

紺
賞
」（
賞
状
な
ら
び
に
記
念

品
）「
工
学
研
究
科
紫
紺
賞
」

（
賞
状
）を
贈
呈
し
て
い
る
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
、
三
月
十
九
日
（
木
）
の

卒
業
式
、
同
二
十
一
日

（
土
）
の
学
位
記
授
与
式
当

日
に
表
彰
式
を
行
う
。

【
工
学
部
】

山
地
祥
隆
（
機
械
）、
寺
内
一

弘
（
機
シ
）、
中
村
将
樹
（
電

気
）、
吉
田
浩
敏
（
電
子
）、

�
田
益
豊
（
化
工
）、
元
木
翔

一
（
応
化
）、
田
中
佑
貴
（
先

端
）、
高
村
佳
伸
（
シ
ス
）、

天
見
悠
貴
（
都
市
）、
笠
木
健

史
（
建
築
）、
入
船
宏
美
（
生

物
）

【
工
学
研
究
科
】

安
藤
秀
樹
（
機
械
）、
垣
谷
嶺

（
同
）、
竹
川
徹
（
同
）、
宝

田
隼
（
電
気
）、
�
橋
邦
彦

（
同
）、
堀
敏
嘉
（
電
子
）、

三
横
建
太
朗
（
同
）、
矢
野
敏

也
（
シ
ス
）
、
駒
井
翔

（
同
）
、
服
部
和
彦
（
都

市
）、
宮
	
優
（
同
）、
宇
田

麻
希
子
（
建
築
）、
佐
々
木
亜

須
実
（
同
）、
片
山
悠
吾
（
化

工
）、
桑
原
佑
輔
（
同
）、
半

田
倫
久
（
応
化
）、
竹
下
敬
祐

（
同
）
、
中
川
祐
一
（
先

端
）、
麻
田
志
帆
（
同
）、
比

嘉
桜
（
生
命
）、
藤
田
裕
子

（
同
）

（
教
務
セ
ン
タ
ー
）

平
成
二
十
年
度
卒
業
式
が
三

月
十
九
日
（
木
）
午
前
十
一
時

か
ら
挙
行
さ
れ
、
五
千
七
百
五

十
九
人
の
新
学
士
が
誕
生
す

る
。
新
し
く
学
士
の
学
位
を
授

与
さ
れ
る
者
の
内
訳
は
次
の
と

お
り
。

◇
法
学
部

七
百
七
十
人

◇
文
学
部

九
百
十
人

◇
経
済
学
部

八
百
四
十
一
人

◇
商
学
部

七
百
四
十
一
人

◇
社
会
学
部

八
百
十
六
人

◇
総
合
情
報
学
部五

百
七
十
一
人

◇
工
学
部

千
百
十
人

ま
た
、
二
十
一
日
（
土
）
に

は
大
学
院
の
修
士
、
専
門
職
お

よ
び
博
士
の
学
位
記
授
与
式
が

挙
行
さ
れ
る
。
内
訳
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

【
博
士
課
程
前
期
課
程
】

◇
法
学
研
究
科

二
十
一
人

◇
文
学
研
究
科

九
十
四
人

◇
経
済
学
研
究
科

十
五
人

◇
商
学
研
究
科

二
十
四
人

◇
社
会
学
研
究
科

二
十
四
人

◇
総
合
情
報
学
研
究
科三

十
五
人

◇
工
学
研
究
科

二
百
六
十
九
人

◇
外
国
語
教
育
学
研
究
科

二
十
四
人

【
専
門
職
学
位
課
程
】

◇
法
務
研
究
科

九
十
三
人

◇
会
計
研
究
科

六
十
六
人

【
博
士
課
程
後
期
課
程
】

◇
文
学
研
究
科

十
一
人

◇
経
済
学
研
究
科

一
人

◇
商
学
研
究
科

一
人

◇
社
会
学
研
究
科

一
人

◇
総
合
情
報
学
研
究
科

二
人

◇
工
学
研
究
科

八
人

◇
外
国
語
教
育
学
研
究
科

二
人

【
論
文
博
士
】

◇
文
学
研
究
科

七
人

◇
経
済
学
研
究
科

一
人

◇
工
学
研
究
科

一
人

（
学
長
課
）

こ
の
た
び
本
学
で
は
、
世
界

的
な
金
融
危
機
に
伴
う
急
激
な

円
高
の
影
響
に
よ
り
、
修
学
を

継
続
す
る
こ
と
が
困
難
な
私
費

外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
経
済

支
援
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
、
私
費
外
国
人
留
学
生

の
経
済
支
援
と
し
て
支
給
す
る

「
関
西
大
学
私
費
外
国
人
留
学

生
緊
急
支
援
金
」
は
給
付
制
の

支
援
金
で
、
平
成
二
十
年
一
月

か
ら
九
月
の
自
国
通
貨
の
対
円

レ
ー
ト
（
平
均
）
が
、
平
成
二

十
一
年
一
月
末
で
お
お
む
ね
三

十
％
以
上
下
落
し
て
い
る
韓

国
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど
の

八
か
国
の
留
学
生
の
う
ち
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
る
者
が
対
象

と
な
る
。
一
人
に
つ
き
、
一
律

十
八
万
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
今
回
限
り
の

措
置
と
な
る
。

な
お
、
今
回
の
私
費
外
国
人

留
学
生
支
援
の
財
源
の
一
部
と

す
る
た
め
に
、
国
際
セ
ン
タ
ー

と
学
生
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
て

募
金
活
動
を
行
う
。
募
金
期
間

は
三
月
二
十
六
日（
木
）ま
で
。

法
科
大
学
院
は
、
二
月
二
十

八
日
に
法
実
務
教
育
用
ビ
デ
オ

完
成
披
露
試
写
会
を
開
催
し

た
。
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
文
部
科

学
省
の
専
門
職
大
学
院
等
に
お

け
る
高
度
専
門
職
業
人
養
成
教

育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
採
択
事
業

「
映
像
教
材
を
活
用
し
た
総
合

的
法
実
務
教
育
の
実
施
」
の
一

環
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

当
日
は
、学
生
、
教
職
員
を
は

じ
め
、
著
名
な
法
曹
関
係
者
お

よ
び
制
作
に
関
わ
っ
た
栗
原
宏

武
教
授
ら
約
七
十
人
が
、「
裁
判

員
裁
判
の
刑
事
手
続
�
事
件
発

生
か
ら
判
決
ま
で
」
と
題
し
た

こ
の
教
材
を
視
聴
し
、
裁
判
員

裁
判
が
導
入
さ
れ
た
後
の
新
し

い
刑
事
手
続
き
を
め
ぐ
り
、
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

今
後
、
こ
の
教
材
は
法
科
大

学
院
の
授
業
で
使
用
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
、
各
法
科
大
学
院
等

関
係
機
関
に
も
配
布
す
る
予
定

で
あ
る
。

（
法
科
大
学
院
）

法
実
務
教
育
用
の
ビ
デ
オ

完
成
披
露
試
写
会
を
開
催

２００９年度の一般入学試験およびセンタ
ー利用入学試験がすべて終了した。
志願者数は一般入試が７０，７６５人、セン

ター利用入試が１９，３０１人で、ＡＯ入試等の
多様な入試を含めた総志願者数は９３，８１６
人となった。一般入試とセンター利用入
試の志願者数・合格者数については下表
のとおりである。 （入試センター）平

成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

日
付
を
も
っ
て
退
職
す
る
教
育

職
員
お
よ
び
事
務
職
員
は
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
）。

�
教
育
職
員
�

【
法
学
部
】

若
田

恭
二

【
文
学
部
】

笈
田

欣
治

武
智

英
裕

田
村

典
子

橋
本

征
治

【
総
合
情
報
学
部
】佐
野

匡
男

【
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
】

石
原

勲

栗
山

惇

小
嶋

敏
孝

原

武
久

【
環
境
都
市
工
学
部
】鈴木

俊
光

【
化
学
生
命
工
学
部
】石井

康
敬

小
松

伸
也

【
法
科
大
学
院
】
北
川

俊
光

�
事
務
職
員
�

【
研
究
支
援
課
】
竹
田

京
子

【
研
究
所
事
務
室
】田
中

文
子

【
教
務
セ
ン
タ
ー
】福
本

秀
雄

西
村

惠
子

【
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
】

川
人

篤
子

【
図
書
館
事
務
室
】瀧
本

洋
子

松
井
真
由
美

【
シ
ス
テ
ム
管
理
課
】山本

良
成

○
文
学
部
教
授

澤
井
繁
男
監

修『「
錬
金
術
」が
よ
く
わ
か
る
本
』

（
平
成
二
十
年
十
月
十
七
日
・

Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫
・
定
価
五
百
八
十

円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

二
階
堂
善
弘

著『
明
清
期
に
お
け
る
武
神
と
神

仙
の
発
達
』

（
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
五

日
・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価

二
千
三
百
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

松
浦
章
著

『
清
代
内
河
水
運
史
の
研
究
』

（
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
八

日
・
関
西
大
学
出
版
部
・
定

価
六
千
八
百
二
十
五
円
�
税

込
�
）

○
商
学
部
教
授

�
屋
定
美
著

『
ユ
ー
ロ
と
国
際
金
融
の
経
済

分
析
』

（
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
八

日
・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
二

千
四
百
十
五
円
�
税
込
�
）

○
商
学
部
教
授
大
倉
雄
次
郎
、

商
学
部
教
授

乙
政
正
太
、大
学

院
法
務
研
究
科
教
授

大
和
正

史
編
著

『
内
部
統
制
の
構
築
』

（
平
成
二
十
一
年
三
月
十
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千

百
五
十
円
�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

吾
妻
重
二
著

『
宋
代
思
想
の
研
究
―
儒
教
・

道
教
・
仏
教
を
め
ぐ
る
考
察
―
』

（
平
成
二
十
一
年
三
月
十
八
日

・
関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
四

千
二
百
円
�
税
込
�
）

加
藤

一
朗
氏
（
か
と
う
・
い

ち
ろ
う
�
名
誉

教
授
、
元
文
学

部
教
授
）

平
成
二
十
一

年
一
月
二
十
四
日
に
死
去
。
八

十
七
歳
。

昭
和
十
九
年
京
都
帝
国
大
学

文
学
部
卒
業
。
三
十
一
年
本
学

文
学
部
着
任
。
四
十
年
教
授
。

平
成
四
年
三
月
定
年
退
職
。
同

年
四
月
名
誉
教
授
。
専
門
は
エ

ジ
プ
ト
史
。

小
泉

義
勝
氏
（
こ
い
ず
み
・

よ
し
か
つ
�
元

文
学
部
教
授
）

平
成
二
十
一

年
二
月
二
十
八

日
に
死
去
。
八
十
九
歳
。

昭
和
十
六
年
満
州
国
立
大
学

ハ
ル
ビ
ン
学
院
卒
業
。
四
十
六

年
本
学
文
学
部
着
任
。
四
十
七

年
教
授
。
平
成
二
年
三
月
定
年

退
職
。
専
門
は
ロ
シ
ア
語
、
ロ

シ
ア
科
学
史
。

合格者数
９９４
５５０
１，５４４
１，５７４
９４８
２，５２２
１，１５３
３２７
１，４８０
１，０２７
１３１
１，１５８
１，３３５
７３９
２，０７４
４５５
２０５
６６０
２９７
２９７
７６５
２６３
１，０２８
１，６８５
４９０
２，１７５
９９７
３１２
１，３０９
１，２１４
３６１
１，５７５
１１，４９６
４，３２６
１５，８２２

志願者数
６，０２６
１，５９７
７，６２３
９，９７７
３，８４３
１３，８２０
９，７８８
１，９０６
１１，６９４
９，９７３
１，２５５
１１，２２８
９，９１２
３，５９２
１３，５０４
３，４９７
６８７
４，１８４
３，５９２
３，５９２
４，９７１
１，４２１
６，３９２
６，３７０
２，２８６
８，６５６
３，０７７
１，１３８
４，２１５
３，５８２
１，５７６
５，１５８
７０，７６５
１９，３０１
９０，０６６

種 別
一般入試
センター利用入試
法学部 計

一般入試
センター利用入試
文学部 計

一般入試
センター利用入試
経済学部 計

一般入試
センター利用入試
商学部 計

一般入試
センター利用入試
社会学部 計

一般入試
センター利用入試
政策創造学部 計
一般入試
外国語学部 計

一般入試
センター利用入試
総合情報学部 計
一般入試
センター利用入試
システム理工学部 計
一般入試
センター利用入試
環境都市工学部 計
一般入試
センター利用入試
化学生命工学部 計
一般入試
センター利用入試

合 計

学 部

法 学 部

文 学 部

経済学部

商 学 部

社会学部

政策創造
学 部

外 国 部
学 部

総合情報
学 部

システム
理工学部

環境都市
工 学 部

化学生命
工 学 部

合 計

卒卒
業業
式式
をを
挙挙
行行

平

成

２０
年
度

夢に向け 旅立ち

私
費
外
国
人
留
学
生
に

修
学
継
続
の
緊
急
経
済
支
援

―
募
金
活
動
は
３
月
２６
日
ま
で

大
学
院

修
士
、専
門
職
、博
士
の
学
位
記
授
与

刑
事
手
続
の

流
れ
を
学
ぶ

成
績
優
秀
者
を
表
彰

平
成
２０
年
度

退
職
者

文
学
部

商
学
部

工
学
部
・
工
学
研
究
科

（２）平成２１年（２００９年）３月１９日第 ３６０ 号
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第２学舎２号館

私
は
入
学
し
て
す
ぐ
に
、総
合
情
報
学

部
祭
典
実
行
委
員
会
に
所
属
し
、素
敵
な

同
輩
や
先
輩
と
出
会
っ
た
。翌
年
に
は
、

実
行
委
員
長
と
し
て
、高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
や
統
一
学
園
祭
実
施
の
た
め
に
各
団

体
と
協
力
し
、仲
間
を
思
い
や
る
こ
と
や

信
頼
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。

三
年
次
の
夏
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、「
ハ
ウ
ス

オ
ブ
ジ
ョ
イ
」
と
い
う
孤
児
院
で
、
子

ど
も
た
ち
と
二
週
間
、
寝
食
を
と
も
に

過
ご
し
た
。
途
上
国
の
現
状
を
体
験

し
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
自
分
に

で
き
る
何
か
が
あ
る
と
実
感
し
た
。

帰
国
後
、
私
は
、「
世
界
中
の
子
ど
も

た
ち
に
、
笑
顔
を
あ
げ
た
い
」
と
い
う

人
生
の
夢
を
持
っ
た
。
総
合
情
報
学
部

で
過
ご
し
た
四
年
間
は
と
て
も
充
実
し

て
い
た
。
国
際
協
力
を
専
門
と
す
る
ゼ

ミ
で
学
び
、
卒
業
後
、
私
は
青
年
海
外

協
力
隊
（
職
種
�
青
少
年
活
動
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
国
の
事
業
の
一
環
と
し
て
行
う

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）と
し
て
、
国
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
、
ネ
パ
ー
ル
で

二
年
間
を
過
ご
す
予
定
で
あ
る
。
今
の

私
を
、
四
年
前
に
は
想
像
で
き
た
で
あ

ろ
う
か
。

十
年
後
も
、途
上
国
で
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
に
仕
事
を
し
た
い
。

（
総
合
情
報
学
部
四
年
次
生
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

ハ
ウ
ス
オ
ブ
ジ
ョ
イ
で
の
ひ
と
コ
マ

昨
年
四
月
か
ら
建
築
工
事

を
行
っ
て
き
た
第
二
学
舎
二

号
館
お
よ
び
校
友
・
父
母
会

館
が
完
成
し
、
こ
の
た
び
竣

工
式
を
行
っ
た
。
い
ず
れ
の

式
典
に
も
、
上
原
洋
允
理
事

長
、
河
田
悌
一
学
長
を
は
じ

め
、
大
学
お
よ
び
工
事
関
係

者
の
ほ
か
来
賓
な
ど
が
出
席

し
、
完
成
を
祝
っ
た
。

第
二
学
舎
二
号
館
は
、
地

上
七
階
建
、
延
床
面
積
約
八

千
百
九
十
平
方
�
で
、
中
教

室
五
室
、
小
教
室
七
室
。
ゼ

ミ
教
室
十
四
室
の
ほ
か
、
会

計
専
門
職
大
学
院
の
自
習
室

や
会
議
室
な
ど
を
配
置
し
、

経
済
学
部
、
商
学
部
お
よ
び

大
学
院
会
計
研
究
科
が
使
用

す
る
。

ま
た
、
校
友
・
父
母
会
館

は
、地
上
三
階
、地
下
一
階

建
、
延
床
面
積
約
三
千
十
平

方
�
で
、
三
階
と
地
階（
グ
ラ

ン
ド
フ
ロ
ア
ー
）を
大
学
、二

階
を
校
友
会
、一
階
を
教
育
後

援
会
が
利
用
す
る
。

入
学
し
て
初
め
て
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

を
見
た
時
、
近
代
的
で
き
れ
い
な
キ
ャ

ン
パ
ス
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
そ
し

て
大
学
生
活
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
友

人
が
で
き
る
の
か
、
勉
強
に
つ
い
て
い

け
る
の
か
な
ど
の
不
安
を
感
じ
て
い

た
。
私
は
特
に
人
見
知
り
を
す
る
性
格

な
の
で
友
人
が
で
き
て
も
打
ち
解
け
る

ま
で
は
時
間
が
か
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
実
習
科
目
や
三
年
次
か
ら

始
ま
っ
た
ゼ
ミ
で
、
み
ん
な
と
一
緒
に

楽
し
い
こ
と
や
し
ん
ど
い
こ
と
を
た
く

さ
ん
経
験
し
た
。
時
間
が
た
ち
、
気
が

つ
く
と
い
つ
の
間
に
か
多
く
の
大
切
な

友
人
が
で
き
て
い
た
。
ま
た
、
私
に
と

っ
て
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
近
代
的
で
無

機
質
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
な
く
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
、
お
お
げ

さ
に
言
え
ば
自
分
の
家
の
よ
う
な
ホ
ッ

と
す
る
場
所
に
な
っ
て
い
た
。

大
学
の
四
年
間
は
、
友
人
と
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
考
え
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
に
挑
戦
し
た
有
意
義
な
時
間
で

あ
っ
た
。
卒
業
す
る
こ
と
に
は
寂
し
さ

を
感
じ
る
が
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

い
つ
で
も
私
が
帰
っ
て
来
ら
れ
る
場
所

と
し
て
心
の
中
に
あ
り
続
け
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。（

総
合
情
報
学
部
四
年
次
生
）

ゼ
ミ
の
仲
間
と
の
ひ
と
と
き

校友・父母会館

本
学
で
は
、
産
（
大
阪
市
信

用
金
庫
）
・
商
（
天
神
橋
筋
商

店
連
合
会
）
・
学
（
関
西
大

学
）
連
携
に
よ
る
連
続
市
民
講

座
「
町
街
塾
」
を
開
塾
す
る
運

び
と
な
り
、
二
月
十
八
日
、
大

阪
天
満
宮
の
天
満
宮
会
館
で
初

回
講
義
が
行
わ
れ
た
（
写

真
）。同講

座
は
、
江
戸
時
代
、
自

ら
塾
を
開
い
て
人
材
を
育
て
、

大
坂
の
み
な
ら
ず
日
本
全
体
の

発
展
の
礎
を
築
い
た
町
人
に
倣

い
、
現
下
の
世
界
的
不
況
の

中
、
沈
滞
ム
ー
ド
の
漂
う
大
阪

に
元
気
を
取
り
戻
し
た
い
と
の

考
え
か
ら
開
塾
し
た
も
の
で
、

平
成
十
九
年
十
一
月
に
地
域
連

携
協
定
を
締
結
し
た
本
学
と
天

神
橋
筋
商
店
連
合
会
に
加
え
、

大
阪
商
工
会
議
所
、
大
阪
市
信

用
金
庫
と
の
連
携
に
よ
り
実
現

し
た
。

当
日
は
、
落
語
家
の
桂
福
団

治
氏
に
よ
る
「
上
方
に
学
ぶ
芸

能
作
法
」
と
題
し
た
講
演
に
、

塾
生
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

第
二
回
は
、
三
月
二
十
一
日

（
土
）
に
藪
田
貫
文
学
部
教
授

に
よ
る
「
大
阪

名
所
の
変

遷
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ

る
。

こ
の
た
び
、
ベ
ト
ナ
ム
に
あ

る
貿
易
大
学
と
の
間
に
基
本
協

定
と
学
生
交
換
協
定
を
締
結

し
、
海
外
に
お
け
る
本
学
の
協

定
大
学
は
四
十
八
大
学
と
な
っ

た
。
本
学
に
と
っ
て
ベ
ト
ナ
ム

で
の
協
定
大
学
は
二
〇
〇
五
年

に
締
結
し
た
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大

学
ハ
ノ
イ
に
続
い
て
二
校
目
に

な
る
。

貿
易
大
学
は
一
九
六
〇
年
に

創
立
さ
れ
、
ハ
ノ
イ
市
と
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
と
い
う
ベ
ト
ナ
ム
の

二
大
都
市
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
持

つ
数
少
な
い
大
学
の
ひ
と
つ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
、
主
に
外
務
省
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）
が
資
金
を

提
供
す
る
「
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本

人
材
協
力
セ
ン
タ
ー
」
が
併
設

さ
れ
、
日
本
語
教
育
と
ビ
ジ
ネ

ス
教
育
に
よ
る
人
材
養
成
を
行

っ
て
い
る
。
特
に
、
日
本
語
教

育
に
は
力
を
入
れ
て
お
り
、
一

九
六
一
年
に
日
本
語
教
育
を
開

始
し
、
二
〇
〇
六
年
に
は
日
本

語
学
部
を
開
設
し
て
、
現
在
多

く
の
学
生
が
日
本
語
を
学
ん
で

い
る
。
学
生
数
は
約
二
万
六
千

人
、
教
員
数
は
約
三
百
人
。

二
〇
〇
八
年
度
は
、
「
Ｇ
ｌ

ｏ
ｂ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｋ
ａ

ｎ
ｄ
ａ
ｉ
構
想
」
に
基
づ
い

て
、
世
界
各
国
に
五
校
の
協
定

大
学
を
増
や
し
た
。
さ
ら
に
今

後
、
世
界
各
地
に
協
定
大
学
を

拡
大
し
、
本
学
と
世
界
の
大
学

と
の
学
術
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
く
。（

国
際
部
）

薬
物
乱
用
防
止
に
関
し
て

四
大
学
で

共
同
声
明

昨
年
来
、
若
者
に
よ
る
大
麻

等
薬
物
の
所
持
・
使
用
・
売
買

等
に
関
す
る
事
件
が
頻
発
し
て

い
る
。
こ
れ
は
大
き
な
社
会
問

題
で
あ
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

お
け
る
薬
物
対
策
も
喫
緊
の
問

題
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
三

月
七
日
に
河
田
悌
一
学
長
を
は

じ
め
関
西
四
大
学
の
学
長
が
薬

物
乱
用
防
止
に
関
し
て
共
同
声

明
を
発
表
し
た
。
声
明
内
容

は
、
大
麻
事
件
に
よ
る
大
学
生

の
逮
捕
者
が
急
増
し
て
い
る
現

状
に
対
し
て
強
い
危
機
感
を
共

有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
大

学
の
果
た
す
べ
き
責
務
と
し

て
、
健
康
で
充
実
し
た
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
学
生
に
保
障
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
謳

い
、
最
後
に
「
関
西
四
大
学
は

理
性
と
勇
気
を
持
ち
、
健
全
な

判
断
力
と
行
動
力
を
持
っ
た
人

材
を
育
成
す
る
必
要
性
を
認
識

し
、
薬
物
乱
用
防
止
に
向
け
て

力
を
あ
わ
せ
、
今
後
と
も
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
う
」
と
宣

言
し
て
い
る
。

今
後
、
関
西
四
大
学
共
同
に

よ
る
薬
物
に
関
す
る
学
生
の
意

識
調
査
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
、

お
よ
び
薬
物
乱
用
防
止
の
た
め

の
諸
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

◆
新
た
に
「
関
西
大
学
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
規
程
」

を
制
定

近
年
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
形
態

が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
対
応

す
る
た
め
、
現
行
の
「
関
西
大

学
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
関
す
る
規
程
」
の

見
直
し
を
行
っ
た
。
今
回
の
改

正
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
限
ら
ず
全
て
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
応
で
き
、
ま

た
防
止
に
向
け
た
全
学
的
な
体

制
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
、

新
た
な
「
関
西
大
学
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
防
止
に
関
す
る
規
程
」
を

四
月
一
日
（
水
）
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
規
程
に
よ
り
、
学
校
法

人
関
西
大
学
お
よ
び
そ
の
設
置

学
校
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
学

生
、
生
徒
、
教
職
員
お
よ
び
関

係
者
に
対
し
、
公
正
、
安
全
で

快
適
な
環
境
の
も
と
、
学
習
、

教
育
、
研
究
、
就
業
等
の
機
会

と
権
利
を
保
障
し
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

お
よ
び
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
生
じ

た
場
合
に
適
切
な
対
応
を
行
う

た
め
の
必
要
な
事
項
が
定
め
ら

れ
た
。

◆
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議

会
臨
時
委
員
に
河
田
学
長
が
就

任
河
田
悌
一
学
長
が
、
二
月
二

十
日
、
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問

機
関
で
あ
る
中
央
教
育
審
議
会

臨
時
委
員
（
大
学
分
科
会
）
に

就
任
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
部

会
に
所
属
す
る
。

◆
第
二
十
五
回
織
田
作
之
助
賞

受
賞
式
に
河
田
学
長
が
出
席

二
月
二
十
日
に
大
阪
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
二

十
五
回
織
田
作
之
助
賞
（
大
阪

文
学
振
興
会
、
毎
日
新
聞
社
、

関
西
大
学
主
催
）
の
授
賞
式
が

行
わ
れ
、
河
田
悌
一
学
長
が
出

席
し
た
。

同
賞
は
、
大
阪
生
ま
れ
の
作

家
で
あ
る
織
田
作
之
助
を
顕
彰

し
て
創
設
さ
れ
た
文
学
賞
で
、

関
西
（
近
畿
二
府
四
県
）
に
関

連
の
あ
る
小
説
、
エ
ッ
セ
ー
な

ど
散
文
の
文
学
作
品
、
ま
た
は

文
学
、
歴
史
、
芸
術
に
か
か
わ

る
評
論
・
評
伝
な
ど
を
対
象
と

す
る
「
大
賞
」
と
二
十
四
歳
ま

で
の
全
国
の
若
者
を
対
象
と
す

る
「
青
春
賞
」
が
あ
る
。
今
回

は
「
大
賞
」
に
一
作
品
、「
青
春

賞
」
に
一
作
品
、「
青
春
賞
」
の

佳
作
に
一
作
品
が
選
ば
れ
た
。

●
北
陽
高
生
発
案
の
じ
ゃ
が
い

も
料
理
が
商
品
化

北
陽
高
校
で
は
、昨
年
十
月
以

降
、職
業
教
育
の
一
環
と
し
て
じ

ゃ
が
い
も
料
理
の
商
品
化
を
め

ざ
す
授
業
を
行
っ
て
き
た
。
生

徒
た
ち
は
、
ま
ず
十
一
月
中
旬

に
大
切
な
ひ
と
の
た
め
に
作
る

「
じ
ゃ
が
い
も
料
理
」の
企
画
・

立
案
に
着
手
し
、
同
月
下
旬
に

商
品
化
さ
れ
る
料
理
を
決
め
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
多
く
の
見
学
者
に
じ
ゃ
が

い
も
料
理
を
振
る
舞
い
、
自
分

た
ち
が
料
理
に
込
め
た
想
い
な

ど
を
発
表
し
た
。
好
評
で
あ
っ

た
「
じ
ゃ
が
い
も
餅
」「
じ
ゃ
が

い
も
の
チ
ー
ズ
包
み
揚
げ
」
が

商
品
化
さ
れ
、
食
材
宅
配
サ
ー

ビ
ス
を
運
営
す
る
「
関
門
海
」

グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
販
売
さ
れ

た
。

●
一
高
一
中
が
「
数
検
」
グ
ラ

ン
プ
リ
金
賞
を
受
賞

第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学

校
が
、
財
団
法
人
日
本
数
学
検

定
協
会
の
「
数
検
」
グ
ラ
ン
プ

リ
金
賞
（
中
高
一
貫
校
部
門
）

を
受
賞
し
、
三
年
連
続
五
回
目

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

同
校
で
は
八
年
前
の
平
成
十

三
年
か
ら
「
数
検
」
を
団
体
受

験
し
て
お
り
、
本
年
二
月
に
も

中
学
一
年
生
か
ら
高
校
二
年
生

ま
で
の
九
百
四
十
七
人
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
じ
ゃ
が
い
も
料
理

に
つ
い
て
考
え
る
生
徒
た
ち

第
２
学
舎
２
号
館

校
友
・
父
母
会
館

第１回講座を開催

産・商・学が地域連携

まちがい
じゅく

ベ
ト
ナ
ム
の
貿
易
大
学
と
協
定
締
結

新
年
度
に
向
け
新
館
整
う

海
外
の
協
定
大
学
４８
校
に

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
・

イ
ン
・
マ
イ
・
ハ
ー
ト

成
長
し
た
４
年
間

う
ね

め

か
ず

し

采
女
和
史

き

む
ら

ま

き

こ

木
村
万
起
子

～総合情報学部での
大学生活を振り返って～
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�

次なるパラダイムシフトを起こせ�
普天間　大介 さん ［平成8年3月 文学部卒業］�

　ご卒業おめでとうございます。荒波の中に巣立っていくみなさまにとっては、希望と同時に不安もあろうかと思います。�
　私はバブル崩壊後、メガ・コンペティション、パラダイムシフト等が言われ始めた時代に社会人の仲間入りをしました。受験も就職もあまり「おい
しい」思いをしたことがありません。�
　パラダイムシフトとは、まさに前例が通用しない世界。「どうして私だけが」とくじけそうになったこともありました。しかし、このような時代は自分
が壁にぶつかり、それを乗り越えた経験自体が先端にもなるのです。そして、その経験は自分にとっての大切な財産になります。経験が財産に
なるということだけは、もしかしたら昔から変わらないのかもしれません。ぜひ進んでチャレンジして、次のパラダイムを作っていただきたいと思い
ます。ただ、自分のことだけではなく相手のことを思いやる気持ちもお忘れなく。人間がビジネスをやっているということも昔から不変なのです。�

［プロフィール］�
ビジネススクールなどを運営する（株）グロービスのディレクター（大阪オフィス法人部門統括兼講師）。平成８年文学部史学・地理学科を卒業。�
ベリングポイント（旧アーサーアンダーセンビジネスコンサルティング、KPMGコンサルティング）を経て現職。戦略・組織開発領域が専門。�

思い立ったら、すぐ行動�
内田　絢子 さん ［平成12年3月 社会学部卒業］�

今、みなさんの心にはどんな感情が溢れているのでしょうか？�
充実、希望、不安、焦り…。その答えは時間が経ってから、わかるものだと思います。�

私は大学に入学した頃に、ＤＪになりたいという夢を見つけました。�
でも、「ＤＪになるために何をすればいいのか」わからない中で、周りから言われたことは「とにかく何でも経験しなさい」でした。�

当時の私にはその意味がわからなかったのですが、夢が叶った今、その意味が痛いほどよくわかります。�
ＤＪという職業について言えば、私の一言、一言にリスナーが反応してくれます。意外な経験がリスナーの興味をひくことも多くあります。�

その時は意味をなさないように思えることでも、時間が経てば、どこかで繋がっていくものです。�
私の大学時代からのモットーは「思い立ったら、すぐ行動」。�

自分の直感を信じて行動することは、やりたいことへ繋がる。これが私からみなさんへのメッセージです。�
何事もすぐに答えを求めず、過程も含めて、これからの人生を楽しんで欲しいと思います。�
［プロフィール］�
社会学部卒業後、アパレル会社に就職。DJへの夢をあきらめられず、関西のコミュニティＦＭでＤＪをスタートし、
平成18年からＦＭ802 ＤＪ。現在は土・日曜、早朝5：00～7：00　『WEEKEND A-GO-GO』を担当している。�

苦しい時は「常識」に縛られるな�
城島　充 さん ［平成元年3月 文学部卒業］�
　僕は新聞記者を経て、現在はフリーで執筆活動を続けています。この世の中には矛盾に思うことが、たくさん存在します。新聞社
という組織に守られていたころの僕は、「常識」の範疇から外れているものに矛盾を感じていました。でも、一人で仕事をするように
なった今は、その「常識」にこそ、矛盾を感じることが多くなりました。�
　男性は、女性は、家族はこうあるべきだ、こういう風に生きれば素晴らしい人生を送ることができる…。人が生きていて苦しくなるの
は、いつのまにか意識の中にすり込まれたそうした「常識」から、自分という存在が外れていることを自覚したときです。破天荒に生
きろ、と言っているわけではありません。ただ、「常識」と向き合って苦しい思いをした時は、自分を追い詰めないで楽に生きて欲しい。
苦しい時は「常識」を疑えばいいのです。本当に生きていくのに必要な〝個性〟は、その積み重ねで磨かれていくものですから。�
［プロフィール］�
本名 小島康弘。昭和41年生まれ。文学部フランス文学科卒業。『拳の漂流』でミズノスポーツライター賞最優秀賞、咲くやこの花賞を受賞。�
卓球界の巨星・荻村伊智朗の生涯を描いた近著『ピンポンさん』（講談社）が話題になっている。�

チャンスをつかめ�
佐藤　信夫 さん ［昭和39年3月 経済学部卒業］�

　今春卒業されるみなさんおめでとうございます。�
　これから船出される社会に大きな期待と多少の不安を抱いていらっしゃることでしょう。�
　私は長い人生の中で、誰でも２回や３回は大きなチャンスに出会うと思っています。そのチャンスを自分のものにするかしな
いかは、日ごろから準備を整えているかいないかで決まります。スポーツの世界では、ある日突然優勝するチャンスに恵まれる
ことがあります。日ごろから猛練習をし、「心 技 体」のバランスのとれた状態を保っていると、勝利の女神が微笑んでくれま
す。練習が不十分だった選手の前からは勝利の女神は消えてしまいます。�
　これからみなさんはそれぞれの分野に進んでいかれるでしょう。その分野で切磋琢磨し、何時か必ず訪れるであろう大き
なチャンスに賭けてみてください。みなさまのご幸運をお祈りいたします。�
［プロフィール］�
関大一高から関西大学に進学し、アイススケート部に所属。スコーバレー五輪で14位、インスブルック五輪で8位入賞など世界を舞台に活躍した。全日本選手権で
の10連覇はいまだに破られていない大記録である。これまで村主章枝や中野友加里らの名選手を育て上げ、現在、日本スケート連盟特別強化選手コーチを務める。�

志を持って社会との接点を増やそう！�
口笛　太郎 さん ［平成元年3月 商学部卒業］�

　これから出会う後輩たちへ。�
　卒業おめでとう。社会人の世界へようこそ！と偉そうに言いたくても、卒業して20年たった僕もまだ、この社会でわからない
ことがいっぱいです。「豊かさ＝幸せ」と信じて成長してきた日本で、最近「豊かさ」と「幸せ」が一致しなくなり、新たな価値
観を探し続けて、みんなが不安定な状態です。�
　僕は何年か前から会社勤めの傍ら、音楽活動をしています。いろんな場所に行って演奏し、人と出会い、帰って次の日か
ら働く、という毎日です。みんな誰も幸せになりたい。でも物質的な豊かさだけを追い続けても、人も社会も自分も歪んでしま
う。その事に気づき、僕はもっと外に出て、仕事と家庭以外にも社会と繋がる面を増やそう！と思ったのです。必要とされる所
で、自分にできることをやることで、自分や誰かを幸せにできると信じて。僕は今、それほど裕福じゃないけど、充実しています。�
　この先、志を持って社会との接点を増やせば、いろんな人と知り合えます。君たちとどこかで繋がる日を楽しみにしていま
す。その時はぜひ一緒に楽しいことをやりましょう！  では。�

［プロフィール］�
本名 柳田恒雄。関大一中、一高を経て平成元年商学部を卒業。在学中は軽音楽部の部長を務める。�
卒業後、証券会社を経て音楽関係の企業に転職。会社員生活の傍ら口笛奏者「口笛太郎」としてＣＤを発売、全国で演奏活動を展開中。�

チームメートは大きな財産�
岩田　稔 さん ［平成18年3月 経済学部卒業］�
　卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。�
　私は関西大学を卒業して早くも３年がたちましたが、学生時代を振り返ってみると、改めて野球のこととともに大学生活を送っていたときのこ
とが思い出されます。�
　入学後、体育会の野球部に入り、好きな野球を思う存分楽しむことができ、多くの友人や素晴らしいチームメートに巡り会うことができました。
４年間、千里山や高槻のグラウンドでボールを投げ、走り、汗を流したのも良い思い出です。いまでも、そのメンバーと会えばいつも学生時代の話
題で盛り上がります。いつまでもお互いが助け合いながら、刺激を受けることができるチームメートは私にとって大きな財産であると思っています。�
　現在、阪神タイガースに入団し、レベルの高いところで野球を続けられるのも、母校・関西大学のチームメートの支えがあるからだといっても過
言ではありません。卒業生のみなさんも、友人という大きな財産を大事にしてください。いつまでもよい友人関係を築いてください。�
［プロフィール］�
平成14年、大阪桐蔭高校から関西大学に入学。２年次生の春からベンチ入りし、初登板で初勝利を挙げる。�
大学時代、最速151ｋｍのストレートを投げ、17年のドラフト会議で阪神に指名されて希望入団枠で入団。昨年10勝を挙げた。今年WBC日本代表に選抜される。�

苦境こそバネの収縮期��

羽生　和子 さん ［平成20年3月 大学院文学研究科修了］�
　おめでとうございます。卒業式こそこれからの社会人としての輝かしいオープニングセレモニーだと思います。�
　「継続こそ力なり」。本当に大学での4年間は、たかが４年されど４年であり、楽しい反面しんどい日 も々あったことでしょ
うが、完結してこそ有終の美を手にできたと心からお喜び申し上げます。�
　かく云う私も70歳で文学部3年次生に社会人編入学を果たし、以後５年間大学院で東洋史を学び、平成20年３月文学
博士として卒業いたしました。�
　そして本年は、百年に一度と云う未曽有の逆風の中への旅立ちとなりますが、「逆も又眞なり」と関大生らしい柔軟さと
大阪のパワフルな感性で勇気満たんで出発してください。苦境こそバネの収縮期として大きな飛躍が期待できるチャンス
でもあります。キャンパスで育った人の輪と若さを武器に羽ばたいてください。きっと自分の最適な居場所が発見できます。�
　先輩の一人として心からのエールを送ります。�
［プロフィール］�
昭和27年、帝国薬学専門学校を卒業。平成13年文学部に編入。大学院博士課程前期、後期課程5年を経て、文学博士を取得。�
学位論文は「江戸時代における唐薬受容の研究」。�
今や世界一の長寿国になった我が国でも漢方薬はますます需要が高まり、今後今までに蓄積した知識と経験を生かして、社会に還元したいと思っている。�

関西大学は魔法の場所�
ジャルジャル お笑いコンビ�

後藤　淳平 さん 写真：左 ［平成18年3月 経済学部卒業］／福徳　秀介 さん 写真：右 ［平成18年3月 文学部卒業］�
　４年間お疲れさまでした。これからは今までと比べれば自由な時間は非常に少なくなります。今まで大学に払っていた授業料を高く
感じたかもしれませんが、これは自由な時間を買っていたと思えば安いものだと卒業してから僕は気づきました。卒業したらこれまで
の４年間を振り返って、自分を見つめ直し、立派な大人に、そして立派な家庭を築いてまた子孫を関大に入学させてください。（福徳）�

　ほぼ大学でネタをつくっていましたので、大学がなければ今、芸人をやっていなかったかもしれませんし、大学があったから続けて
こられたという感じですので、みなさんも大学のありがたみが、これからじわじわと出てくるのではないかと思っています。これからは仕
事でストレスを感じたり、いろんなことがあると思いますが、行き詰まった時に母校に帰ってきて、「在学中はこんなことがあったな」と思
い出すだけで気分が晴れると思います。僕らもネタに行き詰まるとすぐ関大に来るんですが、みなさんが過ごした関大はバンバン良い
ネタが思いつく魔法の場所です。この雰囲気は本当に魔法ですね。この４年間は人生の宝だと思いますし、一生の友だちもできたと
思います。４年間の経験を糧にがんばってください。あ、そうそう僕たちのＤＶＤが発売されているのでぜひ観てくださいね。（後藤）�
［プロフィール］�
平成14年、ともに関大一高から関西大学に進学し、大学１年次生のときにコンビ結成。�
大学卒業後、ＮＨＫ新人演芸大賞演芸部門で大賞（19年）、笑いの超新星で最優秀新人賞（21年）を受賞するなど、若手のホープとして将来が楽しみである。�

今春
大学
を巣

立つ
みなさ

んに、各
界で活躍し

ている本学の卒業生から応援メッセージが届きました。

届い
たメッ

セージ
には、社

会人としてさまざまな経験をしたからこそ紡ぎ出される生きた言葉がつまっ
ていま

す。

これ
から社

会に飛び出すみなさんの背中をそっと後押ししてくれる温かく力強い言葉となることで
しょう

。
ご
卒
業お
めで
とう
ござ
いま
す。

ー先輩から卒業生にー�

（４）平成２１年（２００９年）３月１９日第 ３６０ 号（５）



卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
卒
業

後
は
自
ら
決
め
た
目
標
に
向
か

っ
て
一
歩
ず
つ
着
実
に
前
進
し

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
後
の
進
路
（
進
学
等
も

含
む
）
を
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

に
報
告
し
て
い
な
い
人
は
、
至

急
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
届
け
出
は
、
Ｋ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
か

ら
入
力
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。キ

ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

学
生
の
就
職
活
動
時
に
企
業
研

究
の
一
環
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
を
訪
問
す
る
こ
と
を
勧
め
て

い
ま
す
。
今
後
み
な
さ
ん
は
後

輩
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
自
分
自

身
の
経
験
を
活
か

し
た
助
言
を
お
願

い
し
ま
す
。
な

お
、
学
生
が
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
の
連
絡
先

を
知
る
方
法
と
し

て
、
校
友
会
が
発

行
す
る
、
み
な
さ

ん
の
連
絡
先
等
が

記
載
さ
れ
た
『
新

卒
業
生
名
簿
』
お

よ
び
『
校
友
名

簿
』
の
閲
覧
を
、

所
定
の
手
続
き
を
行
う
こ
と
に

よ
り
許
可
し
て
い
ま
す
。
こ
の

閲
覧
許
可
の
取
り
扱
い
に
賛
同

し
な
い
人
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
�
０６

―

６
３
６
８
―

１
１
５
６
）

今
後
、
卒
業
生
が
働
い
て
い

る
職
場
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。
後
輩
の
就
職
活
動
の
貴
重

な
情
報
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

卒
業
後
も
就
職
活
動
を
続
け

て
い
る
人
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
は
卒
業
生
就
業
支

援
室
を
設
置
し
て
支
援
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
に
来

て
く
だ
さ
い
。（
卒
業
生
就
業
支

援
室
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
３
４

５
）

卒
業
し
て
社
会
人
に
な
る

と
、
情
報
化
・
国
際
化
の
進
展

と
と
も
に
多
様
化
し
て
い
く
現

代
社
会
の
中
で
、
上
手
に
情
報

を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
要
求
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
「
生
涯
学

習
」
に
よ
り
、
自
己
の
人
格
を

よ
り
豊
か
に
形
成
し
て
い
く
努

力
も
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

図
書
館
で
は
多
様
な
情
報

や
、
情
報
を
探
す
た
め
の
ツ
ー

ル
を
提
供
し
、
こ
れ
か
ら
の
生

涯
学
習
を
側
面
か
ら
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
教
育
研
究
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
範
囲
と
な
り
ま
す

が
、
在
学
中
と
同
様
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
総
合
図
書
館
メ
イ

ン
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。（
�
０６
―

６
３
６

８
―

０
２
６
６
）

１
「
校
友
利
用
券
」
の
発
行

�
申
込
場
所

総
合
図
書
館

メ
イ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
（
一

階
）
ま
た
は
高
槻
図
書
室

�
申
込
方
法

申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
現
住
所

を
確
認
で
き
る
書
類
（
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
校
友
利
用
券
を
即
時

発
行
し
ま
す
。

※
本
年
度
の
卒
業
生
は
、

四
月
一
日
（
水
）
以
降
に
申

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

�
有
効
期
限

当
該
年
度
。

更
新
の
手
続
き
を
す
る
と
、

次
年
度
以
降
も
継
続
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

２
利
用
サ
ー
ビ
ス

�
館
外
貸
出

五
冊
以
内
、

二
週
間
以
内
（
試
験
期
は
制

限
が
あ
り
ま
す
）

�
複
写
サ
ー
ビ
ス
（
図
書
館

資
料
に
限
定
さ
れ
ま
す
）

�
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス

ウ
ェ
ブ
上
で
利
用
状
況
照
会

や
予
約
が
可
能
で
す
。

３
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

蔵
書
検
索
や
図
書
館
か
ら
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

�
開
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
利

用
案
内
・
お
知
ら
せ
等

�
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ

Ｏ
Ａ
Ｌ
Ａ
）

�
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ポ
ー
タ
ル

有
用
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
卒
業
後
の
進

路
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
人
生

設
計
を
描
い
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
人
生
に
お
い
て
、
個
人
が

生
涯
を
通
じ
て
関
わ
る
職
業
、

そ
し
て
仕
事
と
余
暇
を
含
ん
だ

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ

い
て
、
主
体
的
な
人
生
設
計
を

で
き
る
よ
う
に
啓
発
を
行
い
、

そ
の
た
め
の
資
質
を
開
発
す
る

こ
と
を
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
呼
ん

で
い
ま
す
。

関
西
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
・
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、

知
識
の
獲
得
、
知
恵
の
練
磨
に

旺
盛
な
み
な
さ
ん
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
一
般
社
会
人
よ
り
も
廉
価

な
卒
業
生
料
金
を
設
定
し
た
各

種
講
座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

思
い
立
っ
た
時
に
は
、
ぜ
ひ
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。（
�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７

２
１
）

本
学
の
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の

う
ち
、
琵
琶
湖
の
湖
畔
に
あ
る

彦
根
荘
（
滋
賀
県
）
、
四
季

折
々
に
趣
が
変
わ
る
白
馬
栂
池

高
原
ロ
ッ
ジ
（
長
野
県
）
お
よ

び
六
甲
山
荘
（
兵
庫
県
）
は
、

卒
業
後
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

会
や
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
た
ち

と
、
近
況
を
語
り
合
う
に
は
絶

好
の
場
で
す
。

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
教

育
後
援
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

も
利
用
状
況
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
�
０６
―

６
３
６

８
―

０
０
５
５
）

申
込
場
所

教
育
後
援
会
（
校

友
・
父
母
会
館
一
階
）

時
間

月
〜
金
曜
日

九
時
〜

十
七
時

心
理
相
談
室
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
心
の
悩
み
を
持
っ
た
人
た

ち
を
対
象
に
、
臨
床
心
理
士
な

ど
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
心

理
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
相
談
室
は
卒
業
生
も
対
象

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
卒
業

後
、
ス
ト
レ
ス
・
対
人
関
係
・

不
安
・
緊
張
等
で
悩
ん
だ
時

は
、
心
理
相
談
室
を
訪
ね
て
く

だ
さ
い
。
面
接
は
予
約
制
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
電
話
に
て

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
�
０６

―

６
３
６
８
―

０
２
７
８
）

相
談
室
受
付
時
間

月
〜
土
曜

日

九
時
〜
十
六
時

み
な
さ
ん
も
今
日
か
ら
校
友

本
学
の
校
友
は
現
在
三
十
二

万
人
で
、
会
員
の
親
睦
と
母
校

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
大
学
の
外
郭
団
体
と
し

て
関
西
大
学
校
友
会
を
組
織
し

て
い
ま
す
。
特
に
卒
業
生
（
校

友
）
の
住
所
管
理
は
大
学
か
ら

業
務
委
託
を
受
け
て
お
り
、
大

学
と
共
同
利
用
し
て
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
、
機
関
誌
『
関

大
』
の
発
行
（
年
六
回
）、
校
友

総
会
、
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
ほ
か
、校
友
の
親
睦
・

研
修
を
は
か
る
各
種
事
業
と
、

学
生
の
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
の
た
め
積
極
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
�
０６
―

６
３

６
８
―

０
０
４
５
）

地
域
・
職
場
に
も
校
友
組
織

ま
た
、
全
国
各
地
の
地
域
支

部
を
は
じ
め
、
職
域
会
・
ゼ
ミ

Ｏ
Ｂ
会
・
関
係
校
友
会
・
各
種
団

体
な
ど
二
百
六
十
余
の
登
録
組

織
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
総
会
や

懇
親
会
、
親
睦
事
業
を
活
発
に

展
開
し
て
お
り
、
新
校
友
の
み

な
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い
ま

す
。
実
社
会
に
出
た
ば
か
り
の

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
各
界
で

活
躍
す
る
先
輩
は
、
必
ず
や
頼

も
し
い
存
在
に
な
っ
て
く
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

校
友
基
本
カ
ー
ド
の
提
出
を

み
な
さ
ん
に
お
送
り
し
て
い

る
「
校
友
会
案
内
」
に
同
封
の

「
校
友
基
本
カ
ー
ド
」は
、
み
な

さ
ん
と
母
校
・
校
友
会
を
結
ぶ

基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
重
要
な
も

の
で
す
。
四
月
十
日（
金
）ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

『
新
卒
業
生
名
簿
』
を
発
行

こ
の
カ
ー
ド
を
資
料
に
七
月

初
旬
に
『
新
卒
業
生
名
簿
』
を

発
行
し
ま
す
。
こ
の
名
簿
は
、

校
友
相
互
の
親
睦
の
た
め
だ
け

に
利
用
し
、第
三
者
に
提
供
し
な

い
こ
と
を
誓
約
し
、
住
所
等
を

掲
載
さ
れ
る
方
の
み
予
約
で
き

ま
す
。学
部
・
学
科
別
に
氏
名
、

勤
務
先
名
、
現
住
所
・
電
話
番

号
を
掲
載
し
た
も
の
で
、
予
約

定
価
二
千
円（
送
料
込
）で
す
。

ま
た
、
こ
の
名
簿
に
住
所
や

勤
務
先
の
掲
載
を
希
望
し
な
い

人
は
、
カ
ー
ド
の
該
当
欄
に
チ

ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
欄
は
「
公
開
不
可
」
扱
い

と
し
、
名
簿
へ
は
掲
載
し
ま
せ

ん
。
な
お
、
カ
ー
ド
の
返
信
が

な
い
場
合
は
、
名
簿
に
住
所
等

の
掲
載
を
了
承
さ
れ
た
も
の
と

し
て
扱
い
ま
す
。

校
友
の
絆
を
深
め
る

「
関
西
大
学
校
友
カ
ー
ド
」

関
西
大
学
の
卒
業
生
だ
け
が

持
て
る
「
関
西
大
学
校
友
カ
ー

ド
」
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｂ
・
Ｕ
Ｃ
ビ
ザ

・
Ｕ
Ｃ
マ
ス
タ
ー
・
三
井
住
友

ビ
ザ
の
四
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
り
、

カ
ー
ド
会
社
の
各
種
機
能
の
ほ

か
、
校
友
カ
ー
ド
提
携
優
待
店

な
ど
独
自
の
特
典
も
あ
り
ま

す
。
卒
業
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
枚

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

卒
業
す
る
み
な
さ
ん
の
な
か

に
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
、

関
西
大
学
、
地
方
自
治
体
等
の

奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
な
が

ら
、
正
課
や
課
外
活
動
に
励
ん

で
き
た
人
も
多
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
在
学
中
に
貸
与
を
受
け
た

奨
学
金
が
先
輩
の
返
還
金
に
よ

り
運
用
さ
れ
て
い
た
の
と
同

様
、
今
後
は
み
な
さ
ん
か
ら
の

返
還
金
が
後
輩
へ
の
奨
学
金
の

原
資
と
な
り
ま
す
。

返
還
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
奨
学
金
ご
と
に
す

で
に
説
明
会
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、「
返
還
誓
約
書
」
の
提
出
お

よ
び
「
返
還
の
し
お
り
」
等
の

配
布
も
終
了
し
、
十
分
に
理
解

し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

返
還
の
期
日
が
近
づ
く
と
、

奨
学
生
で
あ
っ
た
み
な
さ
ん
の

手
元
に
は
「
振
替
案
内
」
等
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
返
還
関
係
書

類
が
手
元
に
届
か
な
い
た
め

に
、
連
帯
保
証
人
に
迷
惑
を
か

け
た
り
、
延
滞
利
息
を
加
算
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、卒
業
後
に
異
動
（
住
所
・
氏

名
・
連
帯
保
証
人
の
変
更
等
）

が
あ
れ
ば
、
す
み
や
か
に
変
更

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

長
期
に
わ
た
り
著
し
く
返
還

を
怠
っ
て
い
る
場
合
は
、
法
的

手
段
に
訴
え
る
こ
と
も
含
め
、

厳
し
い
処
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
日
本
学
生
支
援
機
構

は
、
延
滞
者
へ
の
各
種
ロ
ー
ン

等
の
過
剰
貸
付
を
抑
制
し
多
重

債
務
化
へ
の
移
行
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
、
本
年
度
か
ら
「
個

人
信
用
情
報
機
関
」
に
加
盟
し

て
お
り
、
延
滞
者
に
限
っ
て
、

そ
の
情
報
が
個
人
信
用
情
報
機

関
へ
登
録
さ
れ
ま
す
。

卒
業
後
の
返
還
計
画
を
し
っ

か
り
立
て
、
延
滞
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

関
西
大
学
科
学
技
術
振
興
会

（
振
興
会
）
は
本
学
の
研
究
活

動
を
産
業
界
に
広
く
紹
介
し
、

新
産
業
の
創
出
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
学
先
端
科
学
技
術
推
進

機
構
の
研
究
員
と
振
興
会
会
員

の
発
展
・
向
上
を
目
的
と
し
た

賛
助
組
織
で
す
。

卒
業
生
の
み
な
さ
ん
も
こ
の

機
会
に
入
会
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。（
�
０６
―

６
３
６
８

―

１
１
７
８
）

�
振
興
会
会
員
へ
の
基
本
的
な

サ
ー
ビ
ス

定
例
の
研
究
会
な

ど
を
通
じ
て
、
機
構
の
研
究
員

（
関
西
大
学
教
員
）
と
の
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
、
受
託
研

究
、
共
同
研
究
、
試
験
・
分

析
、
技
術
相
談
な
ど
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
機
構
発
行
の
機
関

誌
の
無
料
配
付
や
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
・
セ
ミ
ナ
ー
・
講
演
会
な

ど
の
案
内
・
招
待
が
あ
り
ま
す
。

�
年
会
費

法
人
会
員
・
個
人

会
員
と
も
一
口
二
万
円
、
入
会

金
は
不
要
で
す
。

�
振
興
会
の
事
業
活
動

年
八

回
に
わ
た
り
、
毎
年
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
大
学
で
開
催
す
る
研

究
会
、会
社
見
学
会
お
よ
び
外
部

と
の
交
流
を
図
る
合
宿
研
究
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

表
彰
事
業
と
し
て
「
学
の
実

化
賞
」「
産
学
連
携
賞
」「
技
術
開

発
賞
」「
研
究
奨
励
賞
」
な
ど
の

表
彰
制
度
を
設
け
、
研
究
活

動
、産
学
連
携
活
動
お
よ
び
知
的

財
産
の
創
造
・
活
用
に
対
し

て
、顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
る

機
構
研
究
員
、
優
れ
た
技
術
開

発
を
行
っ
た
会
員
や
学
生
を
対

象
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

返還額と返還期間の概要 ～平成１７（２００５）年度入学生の場合～
◆日本学生支援機構奨学金
１年次から４年次まで奨学生であった場合の例�４５カ月分�

返還回数（年数）

１８０回（１５年）

１９２回（１６年）

１年次から４年次まで奨学生であった場合の例�４８カ月分�
返還回数（年数）

１５６回（１３年）

１８０回（１５年）

２４０回（２０年）

２４０回（２０年）

２４０回（２０年）

（注）年利率３．０％（上限）で貸与されたものとして計算しています。

返還月額

１３，５００円

１５，０００円

返還月額

約１１，２９３円

約１６，７６９円

約２１，５３１円

約２６，９１４円

約３２，２９７円

返還総額

２，４３０，０００円

２，８８０，０００円

返還総額

１，７６１，９１７円

３，０１８，５６８円

５，１６７，５８６円

６，４５９，５１０円

７，７５１，４４５円

貸与総額

２，４３０，０００円

２，８８０，０００円

貸与総額

１，４４０，０００円

２，４００，０００円

３，８４０，０００円

４，８００，０００円

５，７６０，０００円

貸与月額

５４，０００円

６４，０００円

貸与月額

３０，０００円

５０，０００円

８０，０００円

１００，０００円

１２０，０００円

種 別

第一種
（無利子）

種 別

第二種
（有利子）

◆関西大学奨学金（在学中の貸与額によって異なる）

返還年賦額

１００，０００円

１２０，０００円

１５０，０００円

貸与総額の２０分の１

（注）貸与総額を返還年賦額で除し、返還年賦額未満の端数が生じる場合、その端数は最終の
返還年賦額に加算します。ただし、その端数が６０，０００円を超えるときは、その金額を最
終年賦額とします。また、貸与総額が３，０００，１００円以上で返還年賦額に１，０００円未満の端
数が生じる場合は、その端数を最終年賦額に加算します。

貸与総額

９００，１００～１，２００，０００円

１，２００，１００～１，６００，０００円

１，６００，１００～３，０００，０００円

３，０００，１００円以上

返還年賦額

５０，０００円

６０，０００円

７０，０００円

９０，０００円

貸与総額

２００，０００円以下

２００，１００～３００，０００円

３００，１００～６００，０００円

６００，１００～９００，０００円

就
職
情
報
収
集
に
協
力
を

校
友
の
輪
に
ご
参
加
を

キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー

校
友
会

資
格
取
得
で
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

関
西
大
学

科
学
技
術

振
興
会

卒業する
みなさんへ

明日を担う
明日を拓く

新
産
業
創
出
へ
―
入
会
を

悩
み
ご
と
は
気
軽
に
相
談

情
報
提
供
と
生
涯
学
習
支
援

心
理

相
談
室

図
書
館

奨
学
金
返
還
は

あ
な
た
の
責
任
あ
な
た
の
義
務

セ
ミ
ナ
ー

ハ
ウ
ス

学
生

セ
ン
タ
ー

卒
業
後
も
３
か
所
利
用
可

（６）平成２１年（２００９年）３月１９日第 ３６０ 号
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大
屋
翼
さ
ん

�
橋
大
輔
さ
ん

Ｓ
Ｆ
入
試
で

強
さ
に
厚
み

平
成
十
五
年
度
か
ら
導
入

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
入
試
を
利
用
し
て
、

数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
選
手

が
入
学
し
、
本
学
体
育
会
は

ど
ん
ど
ん
強
さ
を
増
し
て
い

る
。各

ク
ラ
ブ
が
関
西
だ
け
で

な
く
、
日
本
お
よ
び
世
界
の

舞
台
で
力
を
発
揮
し
は
じ
め

た
。
主
将
の
鳥
居
貴
久
さ
ん

（
法
四
）
や
中
川
絵
美
さ
ん

（
文
四
）
が
率
い
た
拳
法
部

は
、
史
上
初
と
な
る
ア
ベ
ッ

ク
全
日
本
連
覇
を
成
し
遂
げ

た
。
さ
ら
に
馬
術
部
も
二
年

連
続
で
日
本
一
に
輝
い
た
。

ま
た
近
年
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー

ト
部
の
�
橋
大
輔
さ
ん
（
文

学
研
究
科
Ｍ
一
）
や
空
手
道

部
の
梶
川
凛
美
さ
ん
（
文

一
）、
射
撃
部
の
笠
井
善
仁
さ

ん
（
文
四
）
ら
を
は
じ
め
と

し
、
た
く
さ
ん
の
選
手
が
世

界
の
舞
台
で
も
目
覚
し
い
活

躍
を
見
せ
て
い
る
。

熱
い
応
援
で

選
手
に
勇
気

そ
し
て
今
年
は
、
Ｊ
リ
ー

ガ
ー
も
誕
生
し
た
。
エ
ー

ス
、
主
将
と
し
て
サ
ッ
カ
ー

部
を
支
え
続
け
た
大
屋
翼
さ

ん
（
文
四
）
だ
。
Ｊ
１
・
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
神
戸
へ
と
活
躍
の

場
を
移
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
遂
げ
る
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
応
援
す
る
側
の
熱

意
も
選
手
た
ち
に
負
け
て
は

い
な
い
。
昨
年
末
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
の
関
西
学
生
リ

ー
グ
優
勝
決
定
戦
に
は
、
応

援
バ
ス
三
台
が
運
行
。
体
育

会
員
を
は
じ
め
、
五
百
人
あ

ま
り
の
関
大
生
が
応
援
に
駆

け
つ
け
、
優
勝
を
後
押
し
し

た
。競

技
種
目
の
壁
を
越
え
て

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
い
、

日
増
し
に
強
く
な
る
関
大
体

育
会
。
こ
れ
か
ら
も
彼
ら
の

活
躍
か
ら
目
が
離
せ
な
い
�

（
関
大
ス
ポ
ー
ツ
編
集
局
）

梶
川
凛
美
さ
ん

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の
澤
田
亜
紀
さ
ん

国
体
フ
ィ
ギ
ュ
ア
成
年
女
子
の
部
で
準
優
勝

第
六
十
四
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
（
一
月
二
十
八

日
〜
二
月
一
日
、
青
森
県
八
戸
市
）
に
お
い
て
、
澤
田
亜

紀
さ
ん（
文
二
）が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
競
技
成
年
女
子

の
部
で
準
優
勝
し
た
。

町
田
樹
さ
ん
が

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で
第
５
位

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
大
会
（
二
月
十
八
日
〜
二
十

二
日
、
中
国
ハ
ル
ビ
ン
市
）
に
お
い
て
、
町
田
樹
さ
ん
（
文

一
）
が
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
男
子
シ
ン
グ
ル
で
第
五
位

と
な
っ
た
。

水
上
競
技
部
の
矢
野
友
理
江
さ
ん

短
水
路
女
子
４００
ｍ
自
由
形
で
優
勝

第
五
十
回
日
本
短
水
路
選
手
権
大
会
（
二
月
二
十
一

日
、
二
十
二
日
、
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
）
に
お
い
て
、

矢
野
友
理
江
さ
ん
（
文
二
）
が
女
子
四
百
�
自
由
形
で
優

勝
し
た
。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部

大
島
賞
は
、
過
去
一
年
以
内

に
体
育
会
会
員
の
う
ち
全
日
本

大
会
で
優
勝
、
ま
た
は
国
際
大

会
に
お
い
て
三
位
ま
で
に
入
賞

し
た
団
体
お
よ
び
個
人
に
対
し

て
表
彰
す
る
も
の
で
、
三
月
十

九
日
（
木
）
の
卒
業
式
当
日
に

表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
。

一

国
際
大
会
成
績
優
秀
者

織
田
信
成
（
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

部
・
文
四
）、
松
山
祥
子
（
陸
上

競
技
部
・
文
一
）、
笠
井
善
仁

（
射
撃
部
・
文
四
）、
川
口
拓
馬

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・
経

一
）、
梶
川
凛
美
（
空
手
道
部
・

文
一
）、
小
形
一
平
（
ボ
ク
シ
ン

グ
部
・
文
四
）、
宮
本
昌
季
（
ボ

ク
シ
ン
グ
部
・
経
一
）、
合
田
幸

司
朗
（
ボ
ク
シ
ン
グ
部
・
経

二
）

二

全
国
大
会
成
績
優
秀
者

【
団
体
】
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

部
、
拳
法
部
、射
撃
部
、馬
術
部

【
個
人
】
町
田
樹
（
ア
イ
ス
ス

ケ
ー
ト
部
・
文
一
）、
前
原
愛

（
レ
ス
リ
ン
グ
部
・
社
四
）、
矢

野
友
理
江（
水
上
競
技
部
・
文

二
）、
三
村
有
希
（
陸
上
競
技
部

・
社
二
）、
中
川
絵
美
（
拳
法
部

・
文
四
）、
武
市
樹
（
重
量
挙
部

・
商
三
）、
大
曲
昭
子
（
ヨ
ッ
ト

部
・
商
二
）、
後
藤
沙
季
（
ヨ
ッ

ト
部
・
文
一
）、
内
村
光
（
少
林

寺
拳
法
部
・
法
三
）

大
島
賞
と
は
、
本
学
校
友

で
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
い
て

世
界
的
に
活
躍
し
た
故
大
島

鎌
吉
氏
の
偉
業
を
偲
び
、
本

学
体
育
会
の
振
興
お
よ
び
士

気
の
高
揚
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
賞

で
あ
る
。（

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

一
月
三
十
一
日
お
よ
び
二
月

一
日
、
三
月
一
日
に
、
佐
賀
県

武
雄
市
に
て
小
中
高
校
生
を
対

象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
と
陸
上
競

技
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、
平
成

十
九
年
十
一
月
に
関
西
大
学
と

武
雄
市
と
の
間
で
相
互
の
人

的
、
知
的
資
源
の
交
流
と
物
的

資
源
の
活
用
を
図
り
、
地
域
づ

く
り
、
教
育
・
文
化
の
振
興
、

人
材
育
成
等
を
推
進
す
る
た
め

に
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
た

こ
と
に
伴
い
、
両
者
で
検
討
を

重
ね
、実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
月
三
十
一
日
お
よ
び
二
月

一
日
は
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
の

島
岡
健
太
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
（
元

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
）
ら
に
よ

る
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
、
ま
た
、

三
月
一
日
に
は
本
学
陸
上
競
技

部
の
武
田
夏
実
コ
ー
チ
ら
に
よ

る
、
中
・
長
距
離
の
陸
上
競
技

教
室
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
教

室
終
了
後
に
両
コ
ー
チ
に
よ
る

講
演
が
あ
っ
た
。

当
日
参
加
し
た
サ
ッ
カ
ー
部

の
東
剛
史
さ
ん
（
社
四
）
は
、

「
や
る
気
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

ば
か
り
で
、
と
て
も
教
え
甲
斐

が
あ
っ
た
」
と
語
り
、
陸
上
競

技
部
の
亀
岡
知
美
さ
ん
（
経

二
）
は
、「
教
え
る
側
の
難
し
さ

を
学
び
、
陸
上
の
楽
し
さ
を
こ

れ
か
ら
も
伝
え
た
い
と
思
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

三
月
七
日
、
映
画
研
究
部
部

長
で
監
督
の
春
口
亮
太
さ
ん（
商

二
）
が
制
作
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
チ
ケ
ッ

ト
一
枚
、
二
百
円
。
芸
人
「
純

國
産
」
の
挑
戦
。
〜
イ
ン
デ
ィ

ー
ズ
の
現
実
〜
』
が
、
飛
騨
高

山
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
祭

佳
作
を
受
賞
し
た
。
同
映
像
祭

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
放
送
局
な
ど

の
主
催
に
よ
り
、
昭
和
六
十
三

年
に
「
映
像
に
よ
る
ふ
る
さ
と

再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
で
、
飛
騨
高
山
を

題
材
に
し
た
映
像
に
加
え
、
全

国
の
伝
統
行
事
や
人
び
と
の
生

活
な
ど
の
映
像
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
い
る
。

今
回
受
賞
し
た
映
像

は
、
本
学
学
生
で
映
画

研
究
部
に
所
属
す
る
と

と
も
に
、
漫
才
コ
ン
ビ

「
純
國
産
」
と
し
て
も

活
動
し
て
い
る
原
田
國

裕
さ
ん
（
文
二
）
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
芸

人
で
あ
り
大
学
生
で
も

あ
る
原
田
さ
ん
の
挑
戦

を
描
い
て
い
る
。

熱心に子どもたちを指導する
サッカー部員

菅
楯
彦
・
職
業
婦
人
繪
巻

（
髪
結
い
部
分
）

文化、学術、福祉、ボランティア活動等、課外活動や自主活動におい
て、優れた実績をあげた学生または団体を支援する「文化・学術活動等
奨励金制度」の業績部門の審査が行われ、３月１７日に表彰式が執り行わ
れた。４年目となる今年度は、過去最高である１９件の応募の中から次の
１１件が採択され、奨励金が支給された。
今後も学生諸君の多様な活動を期待している。 （学生生活課）

浪
速
の
絵
師

菅
楯
彦
の

画
業
「
職
業
婦
人
繪
巻
」

昨
秋
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

の
Ｋ
Ｕ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
収
録
さ
れ
た
「
出
張
�

な

ん
で
も
鑑
定
団
�
関
西
大
学
」

（
テ
レ
ビ
東
京
）
の
放
映
を
観

た
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
こ
で
最
も
高
い
評
価

を
得
た
浪
速
・
大
阪
を
代
表
す

る
風
俗
絵
師
で
あ
る
菅
楯
彦
の

名
作
が
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ

た
。
こ
の
企
画
展
で
は
、
女
給

や
電
話
交
換
手
、
看
護
士
な
ど

大
正
モ
ダ
ン
の
最
先
端
を
い
く

職
業
婦
人
、
農
作

業
に
従
事
し
機
織

を
す
る
伝
統
的
女

性
な
ど
、
全
長
十

四
メ
ー
ト
ル
の
繪

巻
の
全
貌
を
パ
ネ

ル
展
示
も
交
え
て

紹
介
す
る
。

会
期
は
四
月
一

日
（
水
）
か
ら
五
月
十
七
日

（
日
）
ま
で
。
博
物
館
お
よ
び

学
内
各
所
で
詳
細
を
掲
載
し
た

チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
、
博
物
館
事
務
室

ま
で
。（
電
話
０６
―

６
３
６
８
―

１

１
７
１
）

（
博
物
館
事
務
室
）

○
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ

ラ
ン
プ
リ
大
阪
実
行
委
員
会

◆
第
十
回
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ

ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
大
阪

ビ
ジ
ネ
ス
大
賞

工
学
部
四
年
次
生

藤
井
隆
嗣

（
平
成
二
十
一
年
一
月
二
十
日
）

春口亮太さん（写真中央）

菅楯彦・職業婦人繪巻
（赤十字病院部分）

業 績

第５８回全日本学生法律討論会 質問の部２位

G.G.COLLECTION（岐阜市ファッションショー）開催

第７回センターアリアンス フランス語暗唱大会 準優勝

小学校国語科単元「語りに挑戦しよう�」にて落語実演指導
ターナー色彩株式会社 ACRYL AWARD２００８ 入選

全国珠算競技大会 そろばんクリスマスカップ 準日本一

East―West チーム優勝 個人１位

第４９回外国人による日本語弁論大会 出場

関西大学文化会学術研究会 合同機関誌「誠」 第４号発行

第４回学生国際ショートムービー映画祭 Panasonic 技術賞

関西大学千里山キャンパス福祉MAP 作成

申請者

栗田 武（法３）

浅野 雅樹（文３）

大西 智子（文３）

辻 陽史（文４）

佐野 大樹（文４）

糸数めぐみ（社２）

一ノ宮 渉
（外国語教育学研究科Ｍ１）

李 俊（経済学研究科Ｍ２）

文化会本部

映画研究部

ボランティアセンター
学生スタッフ

１１件が採択関西大学文化・学術活動等
奨励金制度（業績部門）

博
物
館
企
画
展

平

成

２１
年
度

飛
騨
高
山
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
祭

映
画
研
究
部
春
口
さ

ん

佳
作
を
受
賞

大
島
賞
４
団
体
１７
個
人
を
表
彰

平成２１年（２００９年）３月１９日第 ３６０ 号（７）
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Memorial of Kansai University
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戦
後
最
大
の
不
況
と
言
わ

れ
る
。
景
気
を
表
す
数
字
か

何
か
が
、
最
大
不
況
の
方
向

を
指
す
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
あ
る
一
方
向
か
ら
見
る

と「
良
く
な
い
」
と
の
意
味
で

あ
る
。
こ
の
「
良
く
な
い
」

は
、
よ
く
一
人
歩
き
を
し
、

全
て
の
物
事
を
一
次
元
判
断

尺
度
の
良
い
・
悪
い
度
に
矮

小
化
し
た
見
方
の
「
良
く
な

い
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
。

物
事
は
、
色
々
な
角
度
か

ら
の
見
方
が
で
き
る
。
し
か

し
、
何
故
か
あ
る
見
方
が
示

さ
れ
る
と
、
み
な
そ
の
方
向

か
ら
の
議
論
ば
か
り
に
な

る
。
教
科
書
に
も
間
違
い
が

結
構
あ
る
し
、
物
事
の
見
方

も
沢
山
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

今
号
で
は
、
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
先
輩
か
ら
の
言
葉

を
四
・
五
面
特
集
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
。こ
れ
が
、視
野

を
広
げ
、
新
た
な
観
点
を
も

た
ら
し
、
み
な
さ
ん
の
幸
運

に
繋
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
飯
田

幸
雄
）
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